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昭和26年
著
昭和27年
昭和29年
三和書房会社法講義案下巻
小山書店ラートブルフ法哲学(田中耕太郎編訳・共訳)
ミネルヴァ1}房法学入門(共細著)
ミネノレヴブ11房会社法提要
新法律学演習講座商法上巻(石井照久剤・共著) 青林書院
新法律学演習講座商法下巻(鈴木竹雄編・共著) 青林書院
訂正会社法提要 ネノレヴブ1井房
会社法原理 ミネノレヴブ11房
法律学ハソドブック会社法(大隅=大森新卜共著) 有信堂
ケルゼソ著・マルクス主義法理論(共訳) ネノレヴブ'書房・ミ
総合判例研究叢書商法2 (共茗・「株式会社の定款」執筆) 有女閣
H本評論新社サヴィニー若・法学方法論(捌御0
ミネルヴブ占房改訂会社法原理
ラートブルフ著作集第1巻・法哲学(田中耕太郎細誤・共誤)
東京大学出版会
・一粒社商出法辞典(共著)
角川書店法学概論(高柳一柳瀬釧・共茗)
法律学ハソドプック会社法<改訂版>(大隈f=大森瑜小共著)有信堂
ネルヴブ1ヰ房再訂会社法原理 ミ
法学i斗院演習会社法
有斐閣株式の本質と会社の能力
経済法令研究会最新手形判例コメソト(編著)
法学譜院演習商法上巻(商法総則・商行為法)(共著)
法学書院演習商法中巻(会社法)
書
著 作
昭和30年
昭和31年
目 録
昭和32年
昭和34年
昭和35年
昭和36年
1
昭和38年
昭和37年
昭和39年
昭和如年
昭和41年
?、
2演 習 商 法 下 巻 ( 手 形 法 ・ 小 切 手 法 ) ( 共 茗 ヲ
法 学 書 院
手 形 法 ・ 小 切 手 法 件 士 会 通 信 教 育 ・ 法 律 誥 凪 一 民 商 法 課 程 )
Π 本 通 信 教 育 学 園
有 価 証 券 法 ( 社 会 通 信 教 育 ・ 法 律 講 座 ・ 民 商 法 課 程 ) 日 本 通 信 教 育 学 園
会 社 法 ( 1 ) 件 上 会 通 信 教 育 ・ 法 律 講 座 ・ 民 商 法 課 程 ) ( 共 著 )
日 木 通 信 教 育 学 園
手 形 ・ 小 切 手 法
商 事 法 務 研 究 会
昭 和 4 2 年
昭 和 4 3 年
昭 和 U 年
青 林 書 院 新 社
商 噺 法 務 研 究 会
吉 林 書 院 新 社
金 融 財 政 事 情 研 究 会
金 融 財 政 小 恬 研 究 会
三 訂 会 社 法 原 理
商 法 ( 有 斐 閣 双 書 ) ( 共 編 著 )
商 法 小 事 典 ( 編 著 )
判 例 手 形 法 小 切 手 法  q 尹 沢 孝 平 先 牛 還 暦 記 念 ) ( 共 細 著 )
為 替 ・ 手 形 交 換 ( 入 門 銀 行 取 引 法 誤 座 )
ケ ー ス ブ ッ ク 会 社 法 ( 共 著 ・ 「 会 社 の 政 治 献 金 」 執 筆 )
学 説 判 例 事 典 会 社 法 ( 編 著 )
注 釈 会 社 法 ⑥ ( 商 法 2 S 1 条 乃 全 2 8 1 条 執 , 陶
基 本 法 コ ソ メ ソ タ ー ル 商 法 1 会 礼 法 ( 共 編 軸 ヲ
昭 和 4 5 年
第 一 法 規
有 斐 閣
昭 和 4 6 年
基 本 法 ニ ソ メ
ソ タ ー ノ レ
基 本 法 コ ソ メ
ソ タ ー ノ レ
会 社 法
手 形 ・ 小 切 手 法 < 改 訂 版 >
実 用 法 律 事 典 商 取 引 ( 共 締 著 )
注 釈 会 社 法 ⑨ ( 有 限 会 社 法 綿 条 獣 撒 D
ミ ネ ル ヴ ブ 1 1 房
有 斐 閣
昭 和 4 7 年
商 法 1 1 手 形 法 ・ 小 切 手 法 ( 共 編 若 ヲ
商 法 1 総 則 ・ 商 行 為 法 ・ 有 限 会 社 法
商 事 法 務 研 究 会
金 融 財 政 事 情 研 究 会
有 信 堂
商 法 総 則
逐 条 刊 例 会 社 法 全 書 3 ( 共 縮 茗 )
演 習 商 法 ( 会 社 法 ) ( 鴻 常 夫 他 細 ・ 共 茗 ヲ
為 轡 ・ 手 形 交 換 ( 入 門 銀 行 取 引 法 謡 座 ) < 改 訂 版 >
手 形 ・ 小 助 手 出 般 酉 科 ・ ( 共 編 著 )
有 信 堂
東 出 版
有 弘 網
日 本 評 論 社
H 本 評 論 汁
( 共 織 著 )
日 木 評 論 1 _ 1
ミ ネ ノ レ ヴ ブ 、 古 ! 尻 :
商 事 法 務 研 究 会
昭和48年
手形交換(新銀行実務講座)(共編著)
商法総則講義
逐条判例会社法全'1打ψ騒薪著)
ワークブック商法(有斐閣選書)(共編者)
逐条判例会社法全書2 (共編著)
逐条判例会社法全,井1(共編著)
ケルゼソ筈・・マルクス主義法理論の一考察(共訳)
逐条判例会社法全腎5 (共編著)
昭和49年
昭和50年
会社法務事故百科(共編著)
新版会礼法
七ミナー法学全集12 商法11会社(編著)
商法総則講義<改訂版>
商法総則<第二版>
商法<改訂版>(有斐閣双冉)(共編碧)手形・小切手法
手形法・小切手法の基礎(共編茗)
為粋・手形交換<新版>
商行為法講義
商法総則講義<第三版>
昭和51年
銀行研修社
文真堂
商嘔法務研究会
3
昭和52年
有斐閣
商出法務研究会
商小:法務研究会
木鐸社
昭和53年
商事法務研究会
金融財政亊恬研究会
ミネルヴブ 11房、
日本評論社
女真堂
青林占院新社
半Ⅲ列コソメソタール12 商法 1 (手形法1条執打モ)
文献商法学<上巻> q薪著)
商法総則・商行為法講裳
手形・小切手法綱要
文献商法学<下巻>(編著)
会社法(共編茗ヲ
会社法通論
有畏閣
昭和54年
昭和55年
私法大要一民商法入門一(編著)
銀行研修社
金融財政事情研究会
注釈会社法(補巻)(商法281条乃至283条執齢D
文真堂
文真堂
商瓢法務研究会
1三ξ名'宝t
商事法務研究会
商事法務研究会
同艾館
艾真堂
同文館
勁草苫房
4商 法 大 要 1 一 企 業 形 態 法
商 法 総 則 ・ 商 行 為 法 一 概 説 と 基 本 判 例 ( 絲 著 )
手 形 ・ 小 切 手 法 一 概 説 と 基 本 判 例 ( 編 茗 )
会 社 法 一 概 説 と 基 本 判 例 ( 純 薯 )
会 社 法 通 論 < 第 二 版 >
基 本 法 コ ソ メ ソ タ ー ル 新 版 会 社 法 1 ( 共 編 著 )
昭 和 5 6 年
昭 和 5 7 年
基 本 法 ロ ソ メ ソ タ ー ル 新 版 会 社 法 2  ( 共 編 著 )
商 法 < 新 版 > ( 有 斐 閣 双 書 ) ψ キ 編 著 )
基 本 法 コ ソ メ ソ タ ー ル 新 版 商 法 総 則 ・ 商 行 為 法 ( 共 編 著 )
会 社 法 ( 入 門 法 学 全 集 1 0 )
ワ ー ク プ ッ ク 商 法 < 新 版 > ( 有 斐 閣 選 書 ) ( 共 編 著 )
会 社 法 一 概 説 と 基 本 判 例 < 改 訂 版 > ( 編 著 )
会 社 法 通 論 < 第 三 版 >
商 法 講 義
昭 和 5 8 年
勁 草 書 房
女 真 堂
文 真 堂
文 真 堂
同 女 館
注 釈 商 業 登 記 法 士 . ・ 下 ( 共 著 )
日 本 評 論 社
日 本 評 論 社
有 斐 閣
日 木 評 論 社
日 本 評 論 社
有 獣 開
文 真 堂
金 融 財 政 事 清 研 究 会
女 県 、 堂
同 交 館
昭和25年
Π論文等
昭和26年
法範1寺としての法的人格名のり'本構造
合手制(Gesamth抑d)と民法の組合(D
合手制(Gesamth抑d)と民法の組介(2)
会社の佐利能力・行為能力及び不法行為能力
松本先生古稀記念「会社法の諸朋題」
昭和27年
ドイツ近代商法学の樹立者としてのハイソリッヒ・トエール
会社の定款について
ゴールドシニミットの商法i兪(1)
雁史法学派における歴史的方法
トエールの商法論について
田中緋太郎先生還暦記念「商法の基本問題」
昭和28年 仁井田陛「中1回法制史」(禽評)(共薯)
「ドイツ商法の学"打的取扱およびこの雑誌の目的について」
ト糊訳ゴーノレド、ンユ
5
昭和29年
私法2号
商法学名ゴーノレドシュミット素描
コ'ーノレドシコ_ミ y 卜 4)i苛1去而兪( 2 ・ケtl)
同法7号
同法8号
ゴールドシ"_ミットの商法学方法,特に歴史的方法について
若きサヴィニーの方法論について(_上)
同法25号
同法26号
同法28号
同法31号
同法31号
、ツ
(有斐倦D
若きサヴィニーの方法論について(下)
同法10号
昭和30年
近代株式会社法の1'礎視点とその機能
企業内休の理論と礼会化について(D
同法12号
同法H号
企業内休の理論と社会化について(2)
企業自体の理論と社会化について(3)
「現代口ーマ法休系」(1)(共司0→上ヴィ
企業自体の理論と社会化について(、D
株式偵雉論に関する若干の者察
同法15号
(有塾閣)
同法32号
同法17号
民商訟巻1号
同法玲号
同法19号
同法20号
法協71巻4号
同法22号
同法24号
6昭 和 3 1 年
企 業 内 休 の 理 論 と 礼 会 化 に つ い て ( 5 ・ 完 )
・ け ヴ ィ
株 式 の 木 質
十 九 世 紀 , ・ ヤ 葉 に お け る ド イ ツ 商 法 学 界 の 趨 勢
( R e n a U 田 と 近 代 株 式 会 ネ に 法 学 ( 1 )
ノ レ ノ
「 現 代 口 ー マ 法 休 系 」 ( 2 ) ( 共 ; 沢 )
法 時 2 9 巻 1 2 号
昭 和 3 2 年
無 頴 而 株 式 の 検 討
頴 両 株 式 と 無 額 面 株 式 と の 両 建 に 伴 う 諸 闇 題
ド イ ツ 法 曹 会 議 の 株 式 会 社 法 改 正 意 見
共 同 決 定 様 を め ぐ る 最 近 ド イ ツ の 一 議 論
額 面 株 式 と 無 頴 面 株 式 と の 両 建 に 伴 う 諸 " 晶 題
現 代 商 法 学 の 課 題
取 締 役 ・ 取 締 役 会
取 締 役 の 責 任 に 関 す る 2 ・ 3 の 疑 問
私 法 2 0 号
昭 和 3 3 年
商 法 ( 学 界 回 顧 1 9 5 7 年 )
同 法 3 3 ・ 牙
株 式 会 社 法 溝 座 2
同 法 3 3 号
学 界 回 顧 一 商 法 1 9 5 7 年 度
株 主 の 出 資 義 務 に つ い て
社 員 様 論
法 人 の 不 法 行 為 能 力
我 妻 栄 先 生 還 暦 記 念 「 損 害 賠 償 貰 任 の 研 究 倒 力
靴 後 商 法 学 界 の 動 向
同 法 3 5 号
同 法 3 7 号
」 ( 有 斐 開 )
商 写 矼 2 4 号
法 時 3 0 巻 1 2 号商 法 ( 学 界 回 顧 1 9 5 8 年 )
商 事 法 関 係 文 献 紹 介 ( 東 北 大 学 商 法 研 究 室 ・ 共 著 )
商 事 兜 号
以 後 , 本 紹 介 は 少 な く と も 毎 月 1 回 は 商 事 法 務 ( 研 究 ) に 掲 載 さ れ ,
商 事 8 3 0 号 か ら は 1 似 部 栄 三 監 修 「 交 献 商 法 学 月 報 」 と 改 題 し つ つ , 現
在 に 至 っ て い る 。
商 事 U 号
民 商 3 1 巻 3 号
リ  1 2 ↓ 号
: ノ : L
手 研 1 8 号
同 法 W 号
昭 和 3 4 年
私 法 1 7 号
季 法 2 4 ・ 号
法 セ 1 7 号 ・
会 社 合 併 の J ' 木 的 性 質
民 商 3 9 巻 1 ・ 2 ・ 3 合 併 号 ( 民 商 法 雑 誌 創 刊 2 5 周 年 記 念 「 私 法 学 論 集 ( . 上 ) 」 )
手 形 支 捌 、 人 の 調 査 と 免 貰 に つ い て
法 律 年 鑑 1 9 5 8 年 版
経 済 新 法 令 3 巻 3 号
商 事 7 8 号
?
保険契約の対価的枇造
会社の定炊
ドイツ株式法改正草案について
有価証券に関する所有椛理論について
代表取締役
会社の社団法人性
会社の伺的の範側外の行為
会社資木と会社財産
会社の利益配当の原則と制限
会社の設立の無効と取消
瞥座取引の法的性質について
法学いかに学ぶべきか「商法」
定炊の研究<座談会>
少,測朱主による総会の招集
昭和35年
法学23巻1号
綜法2巻6号
7
相五保険会社における保険契約者の地位(D
相互保険会社における保険契約者の地位(2・完)
ドイツの銀行取引約款(D
商法学界最近の動き
商小153・号
法七45号・
受験昭和34年1見号
受験昭和34年6月号
受験昭和34年8月号
受験昭和3↓年10打号
受験昭和34年1211・号
手研25号
現物出資
株式の併介および分割
取締役の業務杁行慌と会社代表祁
株式会社の資本の増加
昭和36年
株式譲波の方法
取締役の貨任
手研30号
法七97号
商事180号・1能号
演習商法 1 (有斐閣)
ドイツの銀行取引約獣(2)
株主総会をめぐる諸閥題<座談会>
授椛資木
法学24巻3号
法学2ι巻4号
商鄭200号
受験昭和35年2月号
受験昭和35年・1月号
受験昭和35年6月号
受験昭和35年8月号
手研38号
受験昭和35年10月号
受験昭和35年12月号
手研、10号
商事2H号
法七61号
8株 式 の 物 化 現 象 に つ い て
商 法 上 に お け る 流 動 資 産 の 評 仙
銀 行 と 株 式 の 払 込
額 面 株 式 と 無 額 面 株 式
出 資 襲 務
新 株 引 受 佐
合 名 会 社 に お け る 持 分
昭 和 3 7 年
会 社 法 学 に つ い て
株 主 , 社 債 権 者 , 保 険 契 約 者 で 平 等 原 則 の 現 れ 方 に ど の よ う な
差 異 が あ る か
会 社 の 俳 利 能 力 の 範 囲
改 正 商 法 の 解 説
組 介 の 手 形 行 為
株 懇 Ⅱ 5 号
税 セ 5 9 号
手 研 4 5 号
受 験 昭 和 3 6 年 2 月 号
受 験 昭 和 3 6 年 4 河 号
受 験 昭 和 3 6 年 6 月 号
受 験 昭 和 3 6 年 8 月 号
西 ド イ ツ の 株 式 法 改 正 事 業 に つ い て
商 業 使 用 人 の 代 理 権 に お け る 外 観 保 護
松 田 二 郎 「 株 式 会 社 法 の 理 論 」  C 片 評 )
定 款 の 作 成 と そ の 機 能
商 法 学 の 学 び 方 と 教 え 方 < 座 談 会 >
昭 和 3 8 年
別 冊 ジ ニ リ ス ト ・ 法 学 教 室 3
新 価 保 険 の 理 論 枇 成
手 形 行 為 の 表 見 代 理 と 第 三 取 得 老
末 川 先 生 古 稀 記 念 「 権 利 の 濫 用 ( 中 ) 」 ( 有 斐 傑 D
法 時 3 4 巻 1 0 号
税 セ フ 7 号
別 冊 ジ ニ リ ス ト ・ 法 学 教 室 5
企 法 8 1 号 ・
役 付 取 締 役 に つ い て
手 形 行 為 と 民 法
法 セ フ 4 号
改 正 商 法 計 算 規 定 の 基 本 的 立 場
税 セ フ 1 号 ・
買 取 引 受 と 新 株 発 行 の 劾 力
手 研 5 6 号
取 締 役 会 の 決 議 な し に 招 集 し た 株 主 総 会 で 第 三 者 に 新 株 引 受 権 を
商 法 演 習 Ⅷ ( 有 斐 閣 )
与 え て 行 な っ た 新 株 発 行 の 効 プ J
企 法 8 5 号
商 事 2 6 2 号
手 研 6 6 号
民 商 4 7 巻 6 号
法 学 2 7 巻 2 号
法 時 3 5 巻 3 号
判 評 5 6 号
「株式会礼の貸借対照表及び損益計算書に関する規則」制定の意
企4卜15巻 6 昇'義と問題点
法ひ16巻6号新株引受桁の誠波をめぐる改正制題
商寸1287号支配の争奪と新株の発行
別冊ジュリスト・法学教室7手形行為に霜ける表見代理
別冊ジニリスト・法学教室8介併の法的性質
商事300号新株引受徐.の讓波の改正をめぐって
法ひ17巻2号手形行為と表見代理
法学28巻]号新株引受筱法の理解を廻。て
法時36巻 3・号商法における学説の意義と機能
小町谷先生古稀記念「商法学論集」(有塾開)常務会の序説的老察
商弓欝12号岡定資産の評川
商法の苅'象
手形災冉の原閥関係の消減と被災・,!1人の地位
商法・顎きの石
手形行為の代理
析株発行と会社支配
手形偵務と準消些貸借
昭和39年
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新法学案内 1966年
株懇177号
法学30巻 3 号・
昭和和年
機関
役員の進職慰労金と株主総会の決議
商法(学界回顧1965年)
商法・蹴きの石
昭和41年
ジ。_りスト300号・学説展望
手形法・小卿手法誥座1
企業法研究創仟!1十周年記念(企業法論社)
金法約0号
商法・頗きの石
会汁のΠ的の範問と取締役の賠償責任
商法の道Lるべ<法律学の学び力と女献案内>
ジ"_りスト臨時増刊
介併如畑後の解散会社の株主の地位
吸収合併と新株発行
罰封片法学全隼3
手研82号
法セ107号.109・号・ 111号・ 113号・ 115号・ 117号
「企業乳環企」(ダイヤモソド才に)
判評S2号
法七的号
法哨町巻13号
法七119号・120号
法ひ19巻4号
1 0
昭 和 4 2 年
第 三 者 の 斬 株 引 受 椛 に 関 t る 商 法 改 正 に つ い て
親 会 社 に 関 す る 一 般 論 一 わ が 同 に お け る 規 制 の あ り 方 ( 共 薯 )
銀 行 と 手 形 法
手 形 行 為 と 表 見 代 理
組 織 法 松 よ び 組 織 行 為 に つ い て
田 中 誠 二 先 牛 古 稀 記 念 「 現 代 商 法 学 の 諸 問 題 」
手 形 の 塁 示 証 券 作 と そ の 例 外
保 険 法 文 献 紹 介  q 呆 険 法 文 献 研 究 会 ・ 4 甲 劫
( 以 後 , 損 , 1 g 呆 険 研 究 に 毎 号 掲 載 L 現 在 に 系 。 て い る )
商 法 ( 学 界 回 顧 1 9 釘 年 )
昭 和 4 2 年
チ ェ ッ ク サ イ ナ ー 等 に よ る 署 名 の 機 械 化 を 迎 え て
柬 洋 電 機 事 件 と 総 会 屋
法 ひ 2 1 巻 2 ・ 号
六 地 手 形 の 支 杉 、 と 銀 行 の 責 任
金 法 5 0 0 号
当 座 勘 定 約 定 冉 第 一 次 案 に つ い て
金 法 5 0 9 号
全 銀 協 ・ 瞥 座 勘 定 約 定 、 湃 試 案 を 検 討 す る < 座 談 会 >
手 研 1 3 1 号 ・ 1 3 2 号 ・ ] 3 3 号
企 会 1 9 巻 1 号
法 ひ 2 0 巻 2 号
昭 和 U 年
令 法 4 7 6 号
中 川 善 之 助 = 広 中 俊 雄 編 「 金 銭 貸 借 と 投 資 」 ( 第 一 法 規 )
手 形 貸 付
商 法 < 法 律 学 の 学 び 方 と 女 献 案 内 >
ジ ュ リ ス ト 晦 時 増 刊 ・ 新 法 学 案 内  1 9 6 9 年
手 形 交 換 に お け る 依 頬 返 却 の 法 律 効 果
金 法 5 3 2 号
手 形 の 支 杉 、 呈 示
伊 澤 先 生 還 暦 記 念 「 判 例 手 形 法 小 切 手 法 」 ( 商 事 法 務 研 究 会 )
商 法 < 法 律 学 の 学 び 方 と 文 献 案 内 >
手 研 1 6 7 号
釡 法 4 7 9 号
( 千 倉 書 房 )
昭 和 4 5 年
法 曹 1 9 巻 Ⅱ 号
損 保 2 9 巻 2 号
法 時 3 9 巻 1 4 号
昭 和 ' 年
仙 台 工 作 事 件 判 決 に つ し て
手 研 1 2 6 号
商 斗 巧 鉐 号
預 令 実 務 に 関 す る 慣 行 の 調 査 ( 共 茗 )
銀 行 実 務 と 判 例 ・ 学 説 の 接 点 < 座 談 会 >
役 呉 を Π 本 人 に 限 る 旨 の 定 款 規 定 の 有 効 性
当 座 貸 越 約 定 書 試 案 に 対 す る 若 干 の 疑 問
金 法 6 0 4 号
ニ ノ ユ
リ ス ト 臨 時 増 刊 ・ 新 法 学 案 内  1 9 7 0 年
河 北 新 報 昭 和 4 5 年 4 打 2 3 日
企 法 6 0 0 号
会計の慣行と法律
金法624号支払人以外の者がなした為替手形の引受に関する一考察
商人主義・商行為主義とドイツ旧商法
山田晟先生還暦記念「概観ドイツ法」(東京大学出版会)
金法631号最判(大法廷)昭和46・10・13を読んで
手研187号昭和47年
(中)」(有斐閣)
登記15巻9号
取立委任印の法的効力
保険金請求椛の発生および消減
大森先生還暦記念「商法・保険法の諸問題」(有斐閣)
中小企業と株式会社法
高田源清先生還暦記念「商法・経済法の諸問題」(評論社)
議決権の委任状に関するアメリカ法
星川先生還暦記念「英米会社法の論理と課題」(日本評論社)
金法672号貸付実務に関する潰行の調査(共著)
商法<法律学の学び方と文献案内>
ジュリスト臨時増刊・新法学案内<新訂版>1973年
法学教室<第二期>3商法における外観理論と禁反言
不当利得の抗弁について
昭和48年
昭和49年
企会船巻2号
Ⅱ
登記15巻12号
昭和50年
代表訴訟
殆査役の選任雑考
利得償還請求椛と手形証券
鈴木先生古稀記念「現代商法学の課題
注釈商業登記法1(一条乃至五条)
注釈商業登記法4 (ー・二条乃至・一四条)
昭和51年
石井先生追悼論文集「商事法の諸問題」
新商法演習2会社法②
商法における特定引当金
法人の署名方法
共同代表
登記16巻4号
登記16巻7 ・ 8合併号
注釈商業登記法7(ニー条乃至二四条)
注釈商業登記法10(ニハ条乃至三0条)
(有斐閣)
(有斐僻D
商事691号
企会28巻2号
銀行実務中級版6巻9号
銀行取引法講座上巻(金融財政)
1 2
昭 和 5 2 年
注 釈 商 業 登 記 法 玲 ( 三 八 条 乃 系 四 0 条 )
利 得 償 還 請 求 権 の 発 生 お よ び 消 滅 時 効
火 隅 先 生 六 稀 記 念 「 企 業 法 の 研 究 」 ( 有 斐 閣 )
商 事 7 5 9 号監 在 報 告 1 1 1 の 記 載 事 項
西 原 先 生 追 悼 論 女 集 「 企 業 と 法 」 ( 有 斐 閣 )
登 記 1 7 巻 2 ・ 号
( 四 九 条 乃 系 五 一 条 )
登 記 1 7 巻 5 号
( 五 六 条 )
登 記 1 7 巻 Ⅱ 号
( 七 三 条 乃 至 七 七 条 )
商 事 8 粉 号
イ 立 法 9 0 0 号
運 送 契 約 と 荷 受 人
注 釈 商 業 登 記 法 1 5
注 釈 商 業 登 記 法 1 8
注 釈 商 業 登 記 法 2 1
昭 和 5 3 年
商 業 登 記 に お け る 登 記 詰 求 権
一 方 的 商 行 為 と 商 法 の 適 用
民 商 7 8 巻 臨 時 増 刊 号 ② ( 末 川 先 生 追 悼 論 集 「 法 と 権 利 2 D  ( 有 斐 閣 )
指 図 行 為 と 為 替 手 形 の 振 出
磯 村 先 生 還 暦 記 念 「 市 民 法 学 の 形 成 と 展 開
注 釈 商 業 登 記 法 2 4 ( ハ ー 条 )
注 釈 商 業 登 記 法 2 7 ( 八 六 条 の _ ニ , 八 七 条 )
注 釈 商 業 登 記 法 3 0 ( 九 一 条 , 九 一 条 の 二 )
注 釈 商 業 登 記 法 3 3 ( 九 五 条 )
商 法 の 対 象
士 L
保 険 契 約 に お け る 保 険 耆 の 給 付 の 性 質
同 上
登 記 1 6 巻 1 0 号
昭 和 5 4 年 株 主 総 会 の 現 状 と 制 度 改 正 問 題
注 釈 商 業 登 記 法 3 7 ( - 0 二 条 乃 至 一 0 四 条 )
注 釈 商 業 登 記 法 W  ( ー ー 0 条 乃 至 一 一 三 条 )
取 締 役 お 上 び 取 締 役 会
取 締 役 ・ 取 締 役 会 の 機 能 強 化 を め ぐ る 諸 闇 題
手 形 交 換 の 性 質
登 記 1 8 巻 4 ・ 号
昭 和 5 5 年
( 上 ) 」 ( 有 斐 閣 )
登 記 1 8 巻 3 ・ 号
有 価 証 券 一 手 形 ・ 小 切 手 を 中 心 に
合 名 会 社 の 社 員 の 地 位 の 相 続
現 代 家 族 法 大 系 ↓ ( 中 川 善 之 助 先 生 追 悼 論 集 ) ( 有 斐 閣 )
登 記 1 8 巻 6 号
登 言 己 1 8 巻 9  号
登 記 1 8 巻 稔 号
ス ト 増 刊 ・ 商 法 の 争 点
代 行 4 6 号
登 記 1 9 巻 4 号
登 記 1 9 巻 7 号
現 代 家 庭 法 律 大 事 典 ( 第 一 法 規 )
L a w  s c h o 0 1  1 0
?
昭和56年 記名株券における有価証券法理の変容北大法学論集31巻3
保険契約と保険料債務
株式制度改正の意義と問題点 ジュリフ47号・
額面株式と無額面株式に関する改正とその影縛 商事町9号
帖査報告と監査役・会副墾を査人の任務 旬刊経理情報19釘年7月10日号
株主総会の議長と取締役等の説明義務 代行61号
株主提案権 代行62号
法学46巻3号額面株式をめぐる若干の問題
昭和56年商法改正の意義と問題点 自由と正義33巻9号
銀行の支店長人事と会社法 手研330号
株主の提案椛 金商判651号
高鳥正夫編「改正会社法の基本問題」(書評) 法学研究郭巻2号
手形・小切手要件の意義と効力 手研335号
商法の論文を最初に書いた頃の思い出
広中俊雄一五十嵐清編「法律論交の考え方・書き方」(有斐閣)
代表訴訟 会社法演習 1 (有斐閣)
取締役・監査役の説明義務の範囲 商事988号
昭和57年
昭和58年
・4合併号下巻
損保此巻4号
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1 4
判 例 批 評 ・ 判 例 研 究 等
1 Π
昭 和 1 8 年 株 式 讓 渡 人 の 定 1 知 〒 定 述 約 金 支 払 の 義 務 の 有 無
( 大 判 呪 Ⅱ 8 ・  5  ・ フ , 大 民 写 辺 2 - 1 0 - 3 5 9 ) 法 協 6 1 巻 1 2 号
昭 和 円 年 共 同 遣 産 相 統 人 と 訴 訟 の 受 継 一 民 法 六 百 七 十 八 條 の
「 已 ム = ト ヲ 得 ザ ル 事 由 」
( 大 判 昭 1 8 ・ フ ・ 2 0 , 大 民 集 2 2 - 1 6 ' 8 D  法 協 6 2 巻 5 号
昭 和 2 7 年 小 釖 手 取 得 者 の 悪 意 の 有 無 を 決 す べ き 時 期
( 最 昭 2 6 . 2 . 2 0 , 民 集  5 - 3 - 5 力 民 商 2 7 巻  5  号
昭 和 2 8 年 映 画 興 業 の 共 同 経 営 t 競 争 の 実 質 的 制 限
( 最 判 2 6 . 9  ・ 1 9 , 民 集 ' 1 - H 一 ι 9 力 民 商 2 8 巻 4 号
昭 和 3 0 年 手 形 日 歩 3 3 銭 の 遅 延 損 害 釡 を 支 払 ' 、 べ き 契 約 の 劾 プ J
( 大 判 昭 1 9 . 3 . 1 4 , 大 民 集 2 3 - 5 - 1 ↓ 7 ) 判 民 昭 和 1 9 年 度 9 哥 i 件
組 合 業 務 及 び 組 合 財 産 の 状 況 検 査 の 委 任
( 大 判 昭 1 9 . 8 . 1 ] , 大 民 集 2 3 - 6 - 4 5 2 ) 判 民 昭 和 1 9 年 度 3 4 事 件
偽 造 白 紙 委 任 状 付 株 金 払 込 領 収 証 の 善 意 取 得
( 最 判 昭 2 9 . 6 . 2 2 , 民 集 8 - 6 - 1 1 5 3 ) 民 商 3 1 巻 5  号
貸 金 業 の 届 出 が 受 理 さ れ た 者 の な す 金 融 行 為 は 商 行 為 か
昭 和 3 1 年
( 最 判 昭 3 0 . 9  ・ 2 7 , 民 集 9 - 1 0 - 1 " 4 ) 民 商 誕 巻 2 号
昭 和 3 3 年 商 法 第 二 三 条 の 責 任 が 認 め ら 1 け こ 一 事 例
( 最 判 昭 3 3 . 2  ・  2 1 民 染 1 2 - 2 - 2 8 2 ) 民 商 3 8 巻  3 ' 号
合 資 会 社 解 散 の や 力 こ と を 得 な い 事 由 に 該 当 し な い と 認 め ら れ た 一 事 例
昭 和 3 4 年
( 最 判 昭 3 3 . 5 . 2 0 , 民 集 1 2 - フ - 1 0 7 フ ) 民 商 3 8 巻  6 号
会 社 の 権 利 能 力 の 範 囲 と 冉 己 取 引 築 止 に お け る 取 引
( 最 半 1 卵 a 3 3  ・  1 0  ・  2 1 , 半 卵 寺 1 6 5 - 3 2 ) 判 評 1 7 号
い わ ゆ る 碩 金 謝 礼 金 の 交 付 お よ び 不 正 局 利 の 貸 付 が と も に
業 務 上 横 領 罪 を 構 成 す る と さ れ た 事 例
( 最 判 昭 3 3 . 1 0 . 1 0 , 刑 染 1 2 - 1 4 - 3 2 4 6 ) 民 商 4 1 巻  1 ・ 号
偽 造 の 白 紙 委 任 状 付 株 式 譲 渡 の 改 正 商 法 上 の 取 扱 い
昭 和 3 5 年
( 最 判 昭 3 1 ・  4  ・ 2 7 , 民 集 1 0 - 」 一 妬 の 判 例 百 選
有 効 な 取 締 役 会 決 議 を へ な い 新 株 発 行 の 効 力
昭 和 3 7 年
( 最 判 B 召 3 6 . 3 . 3 1 , 民 集 1 5 - 3 一 碓 5 ) 民 商 4 5 巻 4 号
組介の代表者名義で振出された約束手形に対する組介員の資任
(最判川棉6・フ・31,民集15-フ-1982)法学26巻2 号
更生手続中に代表取締役によってなされた重要則産の売買の劾力
(最判昭36 ・10 ・13,民集15-9-2409)民商46巻4号
昭和38年 職務騨゛列亭止の仮処分と職務執行停止の範囲
(大阪高半卵召37・ 4 ・27,判時316-23)判評郭号
無権限の記名捺印の追認
(大判昭7 ・フ・ 9,大民集11-16-1604)手形小切手判例百選
表見代理に船ける第三者の意義
(最判昭36・12・12,民集'15-11-2乃6)手形小切手判例百選
昭和39年 約東手形の振出は商法第二六五条にいう取引にあたるか
(最判昭38・ 3 ・14,民集17-2一諦5)民商49巻5 号
株式の質入と配汽金の帰属
(大判昭13・ 4 ・12,大民穿ヨフ-8-703)会社判例百選
偽造讓渡証書付株券の善意取得
(最判昭31・ 4 ・27,民集10-4一妬の会社判例百選
昭和如年
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代表者を同じくする協同組合と会社との取引等
(最判昭39・ 8 ・28,民集18-フ-1366)民商能巻4号
会社の出張所長と商法42条
(最判昭39・ 3 ・10,民僻ヨ8-3一巧8)法学29巻4号
昭和41年 共同代表取締役と代表佐行使の委任
(東京高判昭39・ 3 ・30,下民集15-3-652)銀行取引判例百選
株主は株主権を保全するため会礼の椛利を行使Lうるか
(大阪地判昭38・ 8 ・ 20,下民集14-8-15S5)ジュリ344号
商法二六五条の取引は,取締役の代表する老のために会社が
第三名となす取引をも包含tるか
(大阪高判40・10・19,羽保j賜8-51)判評兜号
商法第二四五条第一項第一号にいう P営業ノ全部又ハ重要ナル
一部ノ譲渡」の意義(最判昭W ・ 9 ・22,民集19-6-160の民商54巻4号
契約の成立と契約内容の佛定
(名古屋i高判毘胎5・10・15,下民集Ⅱ一10-2201)保険判例百選
1 6
昭 和 4 2 年
被 裏 ; B 人 の 氏 名 の み の 抹 消 と 裏 1 1 ; の 速 統 と の 関 係
( 柬 京 地 判 昭 3 9 ・  6  ・  2 9 , 下 民 集 1 5 - 6 - 1 砺 3 ) ジ ュ リ 3 6 2 号
市 長 の 約 東 手 形 振 出 と 民 法 四 四 条 一 項 等
( 最 判 昭 4 1 ・  6  ・  2 1 , 民 集 2 0 - 5 - 1 0 5 2 ) 民 商 5 6 巻  1  号
表 見 代 表 取 締 役 に 関 す る 規 定 が 適 用 さ れ る に は 第 三 者 の
無 過 失 を 要 す る か
( 最 半 卵 召 4 1 ・ 1 1 ・ ] 0 , 判 時 4 6 7 - 6 の 判 評 1 0 1 号
会 社 の 政 治 献 金
( 東 京 高 半 1 1 昭 4 1 ・  1  ・ 3 1 , 高 民 集 1 9 - 1 - フ ) ジ ェ リ ス ト 年 鑑 1 9 6 7 年 版
会 社 の 政 治 献 金
( 東 京 高 判 昭 4 1 ・  1  ・ 3 1 , 商 民 集 1 9 ・ ] ー フ )
商 法 の 判 例 ( 基 本 判 例 解 説 シ リ ー ズ 3 )
救 助 料 に 関 す る 船 長 の 様 限
( 大 半 Ⅲ 1 召 8  ・ ] ・ 2 4 , 法 学 2 - 9 - ] 0 4 ) 海 事 判 例 百 選
昭 和 4 年
振 出 人 に 返 還 さ れ た 手 形 の 流 通 と 災 冉 人 の 貰 任
0 畏 } 判 昭 4 2  ・  2  ・  3 , 民 集 2 1 - 1 - 1 0 3 ) 民 商 5 7 巻 2  号
委 任 に よ り 商 人 の た め に 保 証 し た 非 商 人 の 求 償 椛 の 商 事 債 机 性
( 札 幌 高 判 昭 4 0  ・  6  ・  2 8 , 下 民 集 1 6 - 6 - 1 1 5 1 ) ジ ュ リ 3 8 9 号
融 通 手 形 の 抗 弁 と 期 限 後 裏 書
( 最 判 昭 4 0  ・ 1 2 ・  2 1 , 民 集 1 9 - 9 - 2 3 0 の 法 学 3 2 巻  1  号
少 数 株 主 に よ る 株 主 総 会 招 集 の 許 可 申 詩 と 権 利 濫 用
( 東 京 高 決 ↓ 2 ・  8  ・ 1 4 , 判 時 4 9 5 - フ フ ) 判 評 1 1 1 号
支 払 呈 示 期 問 経 過 後 支 払 場 所 に な し た 呈 示 の 劾 力
( 最 判 昭 4 2 ・ 1 1 ・  8 , 判 時 4 9 8 - 6 ) ジ ニ リ ス ト 年 鑑 1 9 能 年 版
理 庇 あ る 取 締 役 会 に も と づ く 新 株 の 発 行
( 最 判 昭 3 6 ・  3  ・ 3 1 , 民 集 1 5 - 3 - 6 4 5 ) 証 券 ・ 商 品 取 引 判 例 百 選
新 株 引 受 権 の 第 三 者 割 当 と 株 主 総 会 の 特 別 決 議
( 最 判 昭 4 0 ・ 1 0 ・  8 , 民 集 1 9 - フ - 1 7 1 5 ) 証 券 ・ 商 品 取 引 判 例 百 選
白 地 手 形 に よ る 訴 の 提 起 と 時 効 中 1 新
( 最 旧 偏 召 4 1 ・ 1 1 ・  2 , 民 集 2 0 - 9 - 1 釘 " 1 ) 法 学 3 2 巻  3  号
昭 和 " 年
更 生 手 続 の 開 始 と 株 主 の 代 表 訴 訟
( 東 京 地 判 昭 U  ・ 1 2  ・  2 3 , 下 民 集 1 7 - 1 1 ・ 1 2 合 今 f - 1 3 1 1 ) ジ ュ リ 4 1 6 号
昭和45年
手形行為の表見代理における第三岩
(最判昭36・12・12,民集15-11-2乃6)手形小切手判例百選<新版>
株式の質入と配当金の帰属
(大半卯召13・ 4 ・1↓,大民集17-8-703)会社判例百選<第二版>
昭和46年
株券の発行
(最半部召W・11・16,民集19-8-197の同上
約東手形の共同振出人の一人に対する時効中断の効果
(東京地判H召38 ・ 1 ・31,下民集14-1・・113)法学34巻4号
取締役の個人会社と商法二六五条
a及}判昭45 ・ 8 ・ 20,民集24-9-1305)民商64巻4号
営業受託者たる地位1鵬忍舗オセⅡ件の訴額の算定方法
(東京地決昭43 ・上]日不詳,下民集19-11・12合台トフ72)ジュリ477号
無記名式受益証券に付属する収益分配金交付票の払波の可否
(昭35・10・ 4民事f,2503号民事局長事獅代理回答,先例集2-312)
供託先例百選
昭和47年
会社の政治献金
輯支包」昭45 ・ 6 ・ 2'1,民集24-6+25)
商法の判例<第二版>(基本半伶惰¥説シリーズ3)
不渡異議申立預託金の返還詰求縦に関する差抑・転付と相殺
(最判昭45・ 6 ・18,民集24-6-527)法学36巻2 号
共同代表者の一人が振出した手形の効力
(最判昭嶋・12・24,民集22-13-3349)銀行取引判例百選<新版>
会社の政治献金
(東京高判1昭41・ 1 ・ 31,高民集19-1-フ)
昭和Ⅱ・こ年度重要判例解説
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昭和開年
昭和開年
昭和50年
他行小切手の受入と預金の成立
(最判昭46・フ・ 1,判時614-85)法学37巻3 ・'1合併号
白紙委任状付記名株式の譲波と商憤習法
(大判昭19 ・ 2 ・ 29,大民集23-3一訊))
商法(総則・商行為)判例百選
昭和52年 会社の政治献金
(最羽洲刊5・6 ・ 24,民集2↓一6-625)
商法の判例<第三版>(基本判例解説シリーズ3)
1 8
昭 和 5 3 年
救 助 料 に 関 t る 船 長 の 惰 限
( 大 駒 N 召 8  ・  1  ・ 2 ↓ , 法 学 2 - 9 - 1 0 4 ) 商 法 ( 保 険 ・ 海 商 ) 判 例 百 選
支 配 人 主 た は 表 見 支 配 人 の 椛 限 濫 用 行 為 と 相 手 力 の 悪 意 . 過 失
( 最 羽 扣 召 5 1 ・ 1 0  ・  1 , 金 商 判 5 1 2 - 3 3 ) 法 学 4 2 巻 3 号
指 図 女 句 を 抹 消 し な い で し た 指 図 禁 止 手 形 の 効 力
( 最 判 昭 5 3 ・  4  ・ 2 - 1 , 判 時 8 船 一 8 6 ) 畔 拝 旧 5 3 年 度 重 要 判 例 解 説
手 形 行 為 の 代 行 と 表 見 代 理 ま た は 名 板 貸
佐 豐 岡 地 花 巻 支 判 昭 5 1 ・  8  ・ 1 2 , 判 時 8 3 7 - 9 2 ) ジ ュ リ フ 0 ' 1 号
保 険 金 請 求 格 と 相 続 人
( 最 判 昭 1 0 ・  2  ・  2 , 民 集 1 9 - 1 - D  家 族 判 例 百 選 < 第 三 版 >
生 命 保 険 の 意 義
昭 和 5 4 年
昭 和 5 5 年
( 大 決 明 3 8 ・  1 ・  8 , 民 録 Ⅱ 一 打 5 ) 生 命 保 険 判 例 百 選
手 形 金 額 を 誤 信 L て 裏 書 を し た 災 冉 人 の 償 還 義 務 の 有 無 ま た は 範 囲
( 最 半 Ⅲ 沼 5 ↓ ・  9  ・  6 , 民 集 3 3 - 5 - 6 3 の 判 評 2 5 6 号
保 険 料 不 払 を 理 由 と t る 解 除 の 効 果
( 最 半 卵 召 3 7 ・  6  ・ 1 2 , 民 集 1 6 - フ - 1 3 2 2 ) 損 害 保 険 判 例 百 選
手 形 金 額 を 誤 信 し た 裏 i 井 人 の 責 任
( 最 判 H 召 5 ↓ ・  9  ・  6 , 民 集 3 3 - 5 - 6 3 の 金 商 判 6 0 4 ・ 号
境 界 塀 の 設 置 と 営 業 権 の 侵 害
( 岐 、 串 地 判 昭 5 2  ・ 1 0  ・  3 , 判 時 8 8 1 - 1 4 2 ) ジ ュ リ フ 3 0 号
昭 和 5 6 年
準 禁 治 産 者 の 手 形 能 力
( 大 判 明 3 9 ・  5  ・ 1 7 , 民 録 1 2 - 8 3 7 ) 手 形 小 釖 手 判 例 百 選 < 第 三 版 >
代 表 椛 を 有 し な い 取 締 役 に よ る 会 社 登 記 と 商 法 一 四 条 に よ る 会 社 の 責 任
( 最 判 昭 5 5 ・  9  ・  H , 判 時 9 8 3 - 1 1 6 ) 判 評 2 6 8 号
新訂法学辞典(末川博編.日本評論新社)(昭和31年),民事法学辞典(末川博縮'有ゞξ閣)
上下巻(昭和35年),会社法律大事典(石井照久編・第一法規)(昭和心年),云社法律全
書 q鳴常夫編.第一法規)(昭和5咋)に諸項目を執筆している。
なお,評論.随想等、多数あるが,割愛することにした。
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